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要 旨
　本稿は，セツルメント運動の活動家の一人であり，のちに女性達による国際
的な平和運動の中心人物となったエミリー・グリーン・ボルチに焦点をあて，
米国の女子大学で教育を受けた第一世代の女性が，どのように当時高まってい
た社会改革運動を体験し，高等教育と社会福祉事業を結び付けていったのかを
分析したものである。本稿は，まず，家庭や社会を道徳的に教化するというジ
ェンダー役割を反映する形で，経済学や社会学の分野でも女性の高等教育機会
が高まったことを明らかにした。ボルチも，ローカルな場で展開するフィール
ドワークや社会改革運動を重視し，貧困や移民を題材に経済学，社会学研究を
展開した。次に，ボルチが職業機会を得たネットワークは，教育歴，階級，人
種などの枠組みが構築されていく場であった。このネットワークには，多くの
白人中産階級の女性達が参入したが，ボルチ自身も，その中で社会活動や研究
教育活動を行った。最後に，ボルチは，研究・活動対象である労働者や移民に
対し，教化する者，観察者の立場にあったが，実際の活動やフィールドワーク
を通じ，様々な背景の女性達との関係性を変容させていく可能性を示していた。
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₁ ．は じ め に
　19世紀後半から20世紀前半のアメリカ合衆国（以下，米国）において，女
子教育の進展は，女性達の公的空間への進出を促す一つの要因になったと
言われている。特に，1860年代から1890年代までの時代は，米国の高等教
育が大きな変化を遂げ，女性達に高等教育の門戸が開かれた時期であった。
坂本辰朗は，この時期に白人男性のエリート層中心の「伝統的なカレッジ
の優位性が崩れ」，労働者階級，アフリカ系アメリカ人，女性などにも，次
第に高等教育機関の門が開かれていったことを指摘している。坂本によれ
ば，それは，「高等教育における差異化が開始」されたことも意味してお
り，公立の高等教育機関（州立大学など）や大学院大学の設立，共学の大学
の設立や既存の大学の共学化，女子大学や男性用の大学に付属する付属女
子大学の設立など，様々な高等教育機関が成立することになったのだとい
う1）。このような変化の中，あるべき女子教育の姿が模索されたが，それ
は，当時支配的であったジェンダー観に挑戦する一方で，ジェンダー秩序
を形成，強化していくという二面性を持っていた2）。すなわち，一方では，
女性の職業，専門教育が発展し，高学歴で結婚後も，あるいは独身のまま
仕事を続け，社会的，経済的な自立を目指したり，高等教育機関を含む教
育分野，看護や社会福祉分野（特に，児童福祉や移民，貧民，労働者に対するも
の）などに活動の場を広げたりする女性達が現れた。そして，その一部は，
女性のための教育拡大運動，参政権運動，社会改革運動，平和運動などの
様々な活動を担っていった。こうした態度は，「家庭的であること」という
当時のジェンダー規範から逸脱し，それに挑戦するものであった。
　他方で，産業化が進展する中，女性は私的領域，男性は公的領域という
ヴィクトリア的ジェンダー観にもとづく社会的，経済的な役割分業の概念3）
は，発展する女子教育にも反映され，家庭の守り手となり，また，社会の
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中で道徳を守り，広める存在としての女性像が提示されていった4）。これ
らの素地は，南北戦争以前から，「奴隷制廃止運動と禁酒運動」や様々な慈
善・社会活動に女性達が参加することで培われていた。坂本によれば，「運
動へ女性の参加が公認された理由は，女性の領域（woman’s sphere）として
の家庭，そこにおける女性の道徳的卓越性というイデオロギーにもとづい
たものであり……『女性の道徳的卓越性による社会の浄化』という形で様々
な社会活動を正当化するために使われ，女性であるという共有の経験に基
づいた意識を形成する基盤」5）が醸成されたのだという。実際，拡大する女
子高等教育を受け，社会活動に参入した主に中産階級の女性達は，市民ク
ラブや，宗教団体，そして，ボランティアの婦人クラブ，協会，団体など
を組織し，その活動を担っていたが6），それは，「各コミュニティで必要と
されていた児童養護，貧困層に対する慈善など，母親の義務や役割として
期待されていた活動をカバーする」7）ものであった。
　特に，19世紀末から第一次世界大戦前後を含む20世紀初めには，急速な
工業化や都市化によって引き起こされた貧困などの問題に取り組む革新主
義運動と呼ばれた社会改革運動が，米国全土で広まっていた。これらの運
動においても，中産階級を中心に，教育を受けた女性達の一部が大きな役
割を果たした8）。家庭の主婦や母親達の役割は，社会や労働の場での女性
の役割とも重ねて語られ始め，公的かつ政治的なものになったのである9）。
公的領域に進出していく女性達に与えられた役割とは，米国社会の道徳や
倫理を損ない，人種的な脅威にもなり得ると考えられていた様々な問題―
産業化，都市化に伴う貧困問題，大量に流入する移民の存在など―の解
決に向けて，道徳や家庭的温かさの創出と維持という役割を発揮すること
であった10）。
　こうした活動の中で，特筆すべきものにセツルメント運動がある。イギ
リスのオックスフォード大学の学生達を中心に1880年代に貧困地区での社
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会活動という概念が紹介され，1884年にロンドンのイーストエンドに初の
セツルメントハウスが設立された影響を受け，米国でもセツルメント運動
が開始され，1890年代にはジェーン・アダムズ（Jane Addams），エレン・ゲ
イツ・スター（Ellen Gates Starr）らの活動により大きな社会運動となってい
た11）。1890年から1910年頃までには，400を超えるセツルメントが米国で開
設され，活動が続けられた12）。この活動を担った多くの人々は，教育を受
けた中産階級の白人アメリカ人女性達であり，セツルメントハウスを拠点
に，スラムなどの貧困・移民地区での住み込みや訪問等を行い，慈善，教
育，保健，福祉活動など様々な社会活動を展開した。活動の内容としては，
健康，衛生，住宅，家事などの生活改善や啓蒙活動，児童や労働者保護，
米国での生活に必要な英語教育や各種の職業訓練が挙げられる。また，セ
ツルメントハウスによっては，各エスニックグループの文化教育などを促
進する活動も展開していた13）。これらのローカルな活動は，全国的，のち
にはグローバルな組織化を伴い14），1892年から1908年の間に，ニューヨー
ク，シカゴ，ボストンでセツルメント活動家たちの会議が催され，1911年
には全米セツルメント連盟（National Federation of Settlements）が設立され，
1922年には初の国際会議（ロンドン）が開催され，1926年にはセツルメント
国際協議会（the International Association of Settlements）が成立している15）。
　セツルメント運動や社会改革運動，のちには，婦人参政権運動や婦人平
和運動へとつながる一連の社会運動に，なぜ教育を受けた中産階級の白人
女性達が参入したかについては，次のような理由が挙げられている。まず，
都市化，産業化，技術革新などで，整備された都市の住居での家事が効率
化されていったこと，一世帯あたりの子どもの数の減少などで，私的空間
で担わなければならない負担が減少し，社会活動をする時間が持てたこと
などが挙げられる16）。また，もっと大きな要因として，当時は，東・南欧
からを中心に多くの移民が流入した時期であること，産業化や都市化が加
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速し，様々な社会問題に焦点があてられていたこと，そのような社会現象
を社会問題として取り上げる世論や思想，社会学など「近代的な学問」が
形成されたことも指摘されている17）。当時関心が高まっていたこれらの問
題に，中産階級の女性達は高等教育機関の学生として，また，雑誌などの
メディアの読者として触れる機会が多く，関心を持っていたことが考えら
れる。もちろん，19世紀後半から続く女子高等教育の発展と変容があり，
教育を受けた中産階級の女性達が，「家庭」や「社会」を守り，改善すると
いう考えにもとづき，社会活動に参入することが求められていたことなど
も挙げられよう18）。
　しかし，高等教育を受けた女性個々人が，どのようにこうした社会運動
を体験していったのか，そして，なぜそのような運動が越境的な広がりを
持つに至ったのかについては，まだ研究の蓄積が少ない。そこで，本稿で
は，セツルメント活動の活動家の一人であり，のちに国際婦人平和運動の
中心人物となったエミリー・グリーン・ボルチ（Emily Greene Balch, 1867-
1961）に焦点をあてる。ボルチは，19世紀後半に飛躍的に発展した女子高
等教育を受けた第一世代であり，高等教育機関での学問研究や教育活動に
従事した人物である。社会福祉に携わる職業人として，教育者，研究者と
して，また，政治的・公的な場でも活躍した活動家として，ボルチは，経
済学や社会学の研究・教育に従事し，市や州の様々な委員の仕事をこなし，
セツルメント活動など多くの社会改革運動，労働運動，婦人運動，また，
のちには平和運動にも尽力した。第一次世界大戦中，ボルチは，国際平和
運動に賛同し，1915年には，各国から1200名もの女性が集まった国際婦人
会議（the International Congress of Women）にジェーン・アダムズら全米の40
名以上の女性達とともに出席し19），婦人国際平和自由連盟（the Women’s 
International League for Peace and Freedom（WILPF））（以下，WILPF）の設立に
も関わった20）。さらに，大学反戦同盟（the Collegiate Anti-Militarism League）
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などで反戦運動，平和運動を展開したことに反感を持たれ，1918年にウェ
ルズリー大から再任用を拒まれると，その後は，『ネーション』紙（the 
Nation）の編集などを経て，1919年に WILPF のジュネーブ本部の会計係と
なり，のちには，第二代国際会長となった。第二次世界大戦中は，欧州か
らの難民の受け入れ援助，強制収容所に収容されていた日系アメリカ人の
解放のために尽力し，1946年にノーベル平和賞を受賞した21）。
　以上のように，のちに国際的な婦人，平和運動の指導者となるこの人物
の前半生に注目し，彼女が受けた高等教育や職業機会，関わった福祉活動
などを分析することで，ボルチがどのように社会改革運動に参入したのか，
また，どのように女性の高等教育と社会福祉を結び付けていったのかを明
らかにしたい。
₂ ．女子高等教育とエミリー・グリーン・ボルチ
　エミリー・グリーン・ボルチ（本節のみ，ボルチの家族との区別のため，エ
ミリーと記す）は，1867年にボストン近郊のジャマイカ・プレインで，ニュ
ーイングランドで代々続いた地元の名家の白人アッパーミドルクラスの家
庭に生まれた。当時のボストンやその近郊地域は，鉄道網などにより都市
圏が拡大し，産業化の進展が目ざましく，アイルランド系やドイツ系移民
が多数流入していた。グウィンによれば，それらの地域では，移民や労働
者の地区と中・上流階級の地区は厳格に分離されており，ボルチ家で子女
の世話をしたアイルランド人女性との関わり以外は，エミリーが労働者階
級の社会を目にしたり，移民や労働者と交流したりする機会はほとんどな
かったという22）。一方，女子教育については，母親であるネリー自身，私
塾の女子校で教育を受ける機会に恵まれており，両親は娘達を含む子女の
教育について理解があった23）。エミリーは，地元の女性が開いた女子校の
初等学校に通い，13歳からはボストンのバックベイにあった私立の中等女
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学校に列車で通学することになった。女学校は，ちょうどその時期，女性
に対する高等教育の機会が拡大していったマサチューセッツ州24）の気運を
反映して，生徒達の高等教育機関への入学準備となるようなカリキュラム
を整えつつあり，歴史，数学，文学，ラテン語，フランス語，ドイツ語の
コースを用意していた25）。文学や外国語は，当時，女子学生がよく選択す
る教科と考えられていたもの26）であり，エミリー自身もはじめはこれらの
科目に大いに興味を持ち，熱心に勉強した。また，初等，中等教育課程で，
彼女は，自分と似たような中・上流家庭出身の少女達と交友関係を築くが，
その幾人かとの親交やつながりは，生涯にわたって続いた27）。
　エミリーの大西洋を越える経験というものは，10代終わりにやってきた。
1884年秋に母ネリーが病死し，失意の底にあったエミリーに，父親は，当
時のアメリカ人上流階級にとってありふれた休暇の過ごし方であり，また，
「個人の教育や教養」28）のために必要だと考えられていた欧州旅行を計画し
てくれた。1885年 ₄ 月に，エミリーは，夏の欧州旅行を計画していた親類
の父娘とその娘の友人という一行に加わる形で，欧州に出発した。彼らは，
まず，ジブラルタルに到着し，タンジール（モロッコ）とアルジェリアを訪
問後，マルタ島に寄ってから，ギリシャ，イタリアの多くの都市を一か月
ほど観光し，北イタリアからスイス，ドイツ，オランダを周遊して，最後
にイギリスに一か月ほど滞在してから帰国した。この周遊旅行の後，エミ
リーは，中産階級の女性達が直面する結婚か専門教育かという選択に迷う
が，高等教育を受けることを決心し，1886年に女子大学であるブリンマー・
カレッジに入学した29）。
　ブリンマー・カレッジは，ペンシルヴェニア州フィラデルフィア近郊の
ブリンマーに，女子高等教育の理想を掲げて1885年にクエーカー教徒のジ
ョセフ・ライト・テイラーが設立した無宗派の女子大学である30）。設立者
の一人であり，初代学部長（のちに学長）であったマーサ・ケアリ・トマス
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（Martha Carey Thomas, 1857-1935）は，特にエミリーに影響を与えた31）。トマ
スは，19世紀の米国における「女性の大学卒第一世代」であり，女性が欧
州の大学に留学することなど奇異で「不名誉」であると考えられていた時
代に，ライプツィヒに留学し，ドイツで博士号を取得してきた人物であっ
た32）。ブリンマー・カレッジの第一期生として，エミリーは初年度にラテ
ン語とギリシャ語を専攻したが，フランクリン・H・ギディングス（Franklin 
H. Giddings）の影響もあり，すぐに経済学と社会学を専攻するようになっ
た。成績優秀であったエミリーは，1889年春に卒業すると，ブリンマー・
カレッジで開始された女子留学プログラム―欧州フェローシップを受賞す
ることとなった。女性ながらに欧州で大学院留学することへの不安もあり，
また，留学準備も万全ではないと考え，エミリーは，奨学金受給を一年遅
らせてギディングスに師事して研究を続け，翌年1890年 ₉ 月より経済学，
政治学，社会学を学ぶためにパリに留学した33）。
₃ ．留学という体験
　高い理想と期待に胸を膨らませて，パリに留学したボルチは，パリ留学
の現実に落胆したという。グウィンによれば，パリの教育機関は，女性に
対する大学院レベルでの教育制度を十分整えておらず，また，積極的でも
なかった。女性が履修できる正規の科目も見つけられなかったので，ボル
チは，夜間クラスを聴講して回ったが，自分の望む学術レベルより低いク
ラスへの参加をやっと認められたのみであった。また，有名な経済学者で
あったコレージュ・ド・フランスの教授エミール・ルヴァスール（1828-1911）
に師事して，フランスにおける貧民への公的救済，援助について研究を進
めることにしたが，ほとんど指導してもらえず，しかも，研究対象の機関
への訪問や現地調査を不必要と考えるルヴァスールとの研究方法上の考え
の違いもあって，ボルチの不満は募るばかりであった。さらに，実際に政
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府機関を訪問してみると，資料もほとんど残されておらず，ボルチは実地
調査や一次資料不足に悩んだという34）。
　しかしながら，フランスでの研究成果は，帰国後ほぼ書き直す形で35），
1893年に『フランスにおける貧民への公的扶助』（Public Assistance of the Poor 
in France）36）として出版された。この著作で，ボルチは，主に文献調査をも
とに，中世から19世紀末の同時代までのフランスの公共政策について分析
した。グウィンによれば，ボルチ自身は二次文献に頼ったこの著作に批判
的であったが，多くの資料を駆使してフランスの社会扶助の歴史を詳述し
たこの著作は，学術的に高い評価を受けたという。また，グウィンは，こ
の著作のおかげで，「社会科学という学問分野にボルチは確実に受け入れら
れることになった」37）と述べている。
　一方，ジェンダーの視点から見れば，この著作の大きな特徴は，孤児，
捨て子，そして，貧困家庭の子どもの問題や彼らに対する扶助のありかた
の歴史変遷に大きな紙幅が費やされ，フランスの公的扶助の特質を考える
ときのケースとして焦点をあてられている点だと言える。児童保護につい
て，ボルチがどのようにアプローチしたかを考えてみると，まず，ボルチ
は，児童保護や養護が教区や地域共同体など小地域内で行われている，つ
まり，ローカルなものとして成立しているという点に注目していた。ボル
チは，第一部の「アンシャン・レジームと革命」で，中世の教会組織が担
った慈善活動に16世紀から次第に国家が関与するようになったが，実際は，
地方共同体にもとづいて扶助が行われていた点を指摘した。さらに，絶対
王政から革命期にかけて，集権化する国家と宗教（カソリック）と結び付い
て公的扶助が出現してきたが，実際には，問題を抱えていた点も描き出し
た。また，扶助を担う機関として，中世では教会組織などが自発的に作っ
た救貧院（hospitals）や保護施設（asylums），16世紀以降は，法律等で監督
される施設，特に，大規模施設に注目した。そして，大規模施設への収容
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という方法では，扶助の不均衡が生じたこと，また，集権化の中でも，実
際の扶助は，施設を運営し，貧民や孤児を収容するという活動を中心に，
各地方自治体や教区が担ったことも強調されていた38）。
　ボルチは，革命期までの捨て子保護も，封建領主の領地内の法律で定め
られ，教区，または，住民の共同体（the communauté d’habitants）など、地域
内で教会組織が中心になって実施されていたとしている。このようなロー
カルな場で自発的に成立していた捨て子保護は，主に，慈善病院（施療院）
（a Hotel Dieu）を設立する，または，それに補助金を出すという内容であっ
た39）。しかし，このようなローカルな場で成立する児童保護システムとい
うものは，都市ではうまく発生しない，または，機能しない点も，ボルチ
が注目した点であった。例えば，パリは捨て子の保護では遅れており，「街
で捨てられて死にゆく子ども達の絵」を14世紀の司教が手紙で描いている
と報じ，捨て子の問題を都市特有の大きな問題として描写した40）。
　さらに，ボルチは，一夫一婦制の正式な婚姻にもとづく家族像から逸脱
するケースが，棄児問題の原因の一部となっている点を叙述している。革
命期前でも，婚外子については，教区や領邦内の多くの保護施設が「定款
か特別な協約がない限り，出自不明または非嫡出の子どもの受け入れを拒
否した。」41）さらに，都市には，そのような婚外子に加え，周辺の地域から
の人口流入もあった。そのため，16世紀半ばから17世紀後半には，国家が
補助金を出して施設を運営しようとしたが，運営費が膨れ上がって財政的
に立ち行かなくなり，「その仕事を担っていた婦人達はやる気を失い，仕事
を諦めざるを得なかった」42）と書いている。このように都市に流入してく
る人口に加えて，都市に送られてくる（捨てられる）子ども達の存在もあっ
た43）。すでに17世紀半ばには「パリ周辺の地域は……貧しい子どもや捨て
子を首都へと送り込んでいた」44），とボルチは述べている。
　これらの子ども達を保護する都市の施設が様々な問題を抱えていること
― 267 ―
19世紀末から20世紀初頭のアメリカ合衆国における女子高等教育とソーシャルワーク
も，ボルチが指摘したところである。資金難などの問題だけでなく，施設
等で働く看護師や養母の女性達が，補助金目当てに子どもを引き受けて虐
待したり，転売したりするケースもあった45）。一方，14世紀からすでに利
用されていたという，子ども達を「田舎に里子に出す」という方法は，「近
代」において，「もっとも良い施設よりもずっと優れていると証明」46）され
た方法だと評価したことから，里親となる養母達（foster mothers）の役割を
肯定的に捉えていたことがわかる。ボルチによれば，もともとは数年で里
親からパリの施設に戻す制度であったので，不衛生で人口過密な施設の状
況は変わらず，子ども達の死亡率は高いままであり，また，ギルドの反対
もあって，保護された子ども達に職業訓練や教育も施せなかったのだが，
17世紀後半になってやっと，女子は12歳，男子は16歳まで元の施設が養育
費を出すことにして，里親に委託し続けることになったという。このよう
に里親制度が整えられていく経緯とその制度の利点を，ボルチは記述して
いる47）。
　第二部「フランスにおける近代の扶助組織」でも，ローカルな場で成立
する社会扶助にボルチは注意を払っていた。ボルチは，近代になり，同時
代のフランスでは，国家も関わる形で様々な社会扶助が行われているが，
大部分の社会扶助が，各地域（地方共同体，教区，コミューンなど）に任され
ていることを指摘した。国家がそれらを監督，規制する法律を発したとし
ても，中央が地域の社会扶助を直接的に担うことはほとんどなかった。そ
のような体制の中，各地域に任された社会扶助が，どのような組織でどの
ように行われたのか，地域差（特に，中央からの資金や直接的な関与，法律等が
あったパリとその他の地域）や都市特有の問題は何かを，ボルチは，自治体
の資源，救済施設，パリの公的扶助の変遷，共同体の連携に分けて詳細に
記した。また，公的扶助の監督等を担う政府機関や管轄省庁や法律の官僚
的要素の問題点を詳述し，国家の役割を批判的に考察した48）。
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　ボルチによれば，19世紀後半の児童保護は，施設等で養護下の児童の死
亡率の高さから，1874年の法律で，国家の担当部署が関わり，また，「公的
機関によって監督」49）されるようになったという。児童養護は，各地域や
施設に委託する形で進められていたが，子どもを養育する看護師である女
性達は，その仕事に適格者であることを証明する証明書がないと，仕事や
請負の登録ができなかった。また，仕事ぶりがすばらしい看護師は，表彰
を受けることもあったという50）。一方，「看護師や子どもは予防接種を受け
なければならないなど，様々な医学上などの必要事項があり」，医師も定期
的な検診をして，子どもの状態を報告しなければならないと述べている51）。
このように，国家の監督を受けながら，児童養護が行われている様子と，
そのような場で資格や身元証明を取得して働く看護師やソーシャルワーカ
ーという女性達の職業をボルチは描き出していた。
　グウィンは，孤児への公的扶助システムと国家の問題をボルチが特に取
り上げたのは，帰国後本研究を書き直していた当時，ボルチが関わってい
た仕事が児童養護の分野であったからであろうと指摘している52）。実際，
ボルチのこの研究が，ほとんど文献の分析によったことを考えると，パリ
の移民街や労働者地区を訪問して問題意識を培ったというより，1891年に
帰国後，ボストンの社会改革運動に関わっていったことと関係があると思
われる。ボルチは，帰国後，研究を続けながら，中・上流階級の教育のあ
るグループにその交友関係を広げていった。例えば，ボルチは，ハーバー
ド大学の卒業生で，ボストン児童援助協会（the Boston Children’s Aid Society）
の書記のチャールズ・W・バートウェル（Charles W. Birtwell, 1860-1932）53）に
知り合い，その紹介で，ボストンのノースエンドのイタリア系移民コミュ
ニティを中心に捨て子保護や里親探しの仕事に従事した54）。また，バート
ウェルがボルチに紹介したボストンの慈善家メアリー・ヘメンウェイ（Mary 
Hemenway）は，「運動場，公衆浴場，料理や裁縫教室」などを開設し，そ
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れらの試みを「公教育に統合していく」活動など，社会改革運動に多大な
財政支援をしていたが，その紹介でボルチは職業学校での仕事も得ること
ができ，また，仕事を通して労働者階級の人々とも接するようになったの
である55）。
　ボルチの，パリの捨て子保護の研究は，彼女自身のボストンの移民，貧
民街での棄児保護や里親斡旋の仕事の中で得た問題意識が強く反映されて
いると言えるであろう。また，フランスでコミュニティベースに成立し，
国家の監督や公的証明を受け，職業として成立していく社会福祉に携わる
女性達の存在についても記述していたことも，ボストンのセツルメントな
どで職業として社会活動を展開していく中産階級の女性達との交流，そし
て，ボルチ自身の経験が反映されていたのではないだろうか。
₄ ．セツルメント運動へ
　以上のように，ボルチは，『フランスにおける公的扶助』で，女性として
学界での地位を確立し，社会活動とそれに関連する研究成果を結び付けて
いった。一方，ボルチは，教育歴のある中産階級の女性達のネットワーク
や「富裕層とのつながり」を維持し，それを発展させていき，そのネット
ワークでさらに社会改革運動に関わるようになった。当時，ボルチが学び，
研究した社会学や経済学の多くの教育・研究は，改革運動やその理念とな
んらかのつながりがあったのである56）。
　このように社会改革運動のネットワークの中で，ボルチは，セツルメン
ト運動に深く関わっていくようになっていく。特に，ボルチにとって大き
な転機となったのは，1892年，倫理文化協会（the Ethical Culture Society）主
催のサマースクールに参加し，ジェーン・アダムズ，ヴィダ・スカッダー
（Vida Scudder），キャサリン・コーマン（Katherine Coman）らと知り合って，
デニソンハウス（Denison House）の設立に携わったことだった。デニソン
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ハウスは，スカッダーらが組織したカレッジセツルメント協会（the College 
Settlements Association）がはじめてボストンに設立した女性のみのレジデン
ト（residents）で構成されるセツルメントであった57）。ボルチは，もともと
館長（head resident）になる予定であったヘレナ・ダドリーにかわって初代
館長を引き受けたが，セツルメントハウスに住み込んで活動することが推
奨されていたのにもかかわらず，ボルチは実家から通うという方法を選ん
だため，「レジデント」リストではなく，「訪問者」リストに名前が記され
ていた。同じ訪問者リストには，ジェーン・アダムズの名前もあり，ボル
チが関わったデニソンハウスも，アダムズらのシカゴのハルハウスなどの
理念や活動の影響を受けていたことがわかる58）。デニソンハウスでは，ボ
ルチは，ソーシャルワークについての授業を担当するなど教育活動にも貢
献した。1893年には館長職をダドリーに引き継ぎ，1894年にはデニソンハ
ウスでのフルタイムのソーシャルワーカーの仕事を完全に辞めてしまった
が，1894年以降も委員として会議には出席し，セツルメント運動に関わり
続けた59）。
　一方，デニソンハウスでは，組合活動やその理念を移民や労働者に紹介
する活動や，労働運動をしている人々とのつながりもあり，19世紀のマサ
チューセッツ州の労働運動との密接な結び付きがあった。実際，デニソン
ハウスでは，ボストン組合（The Boston Trade Union）やその他いくつかの女
性の組合が結成され，それらの組織の中には，ボルチが設立に関わったり，
主要な役員を務めたりしたものもあった。こうしてボルチは，デニソンハ
ウスで労働運動の指導者達と交流することで，労働運動への関心や経済学
へのアプローチを深めていったのである60）。
　一方，ボルチは，学術研究も続け，1893年に以前のハーバード大学女子
部であったラドクリフカレッジで一学期，1895年にはシカゴ大学で新興の
社会学を学び，1895-1896年にベルリン大学で学ぶ機会も得た。帰国後，コ
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ーマンの紹介で，女子大学であるウェルズリー・カレッジで職を得て，移
民地区や工場へ学生（女学生）達を引率するフィールドワークを含むような
教育を展開し61），経済学，社会学，社会主義，労働問題について教鞭をと
り，『経済学概略』（Outline of Economics）（1899），『都市生活の現状研究』（A 
Study of Conditions of City Life）（1903），『都市生活の状況についての研究案内』
（Suggestions for a Study of Conditions of City Life）（1904）など学生向けの教科書や
ビブリオグラフィーを執筆した。前者は，富の分配や資本，生産について，
社会主義的な概念も取り入れられて書かれたもので，後者の二冊は，住宅，
衛生，教育，「市民権取得のためのトレーニング」など，当時の社会改革運
動で特に取り組まれた項目についての文献集となっている62）。
　以上のように，ボルチは，女子教育と女性の職業としての社会福祉を結
び付け，都市や貧困地区，移民などを題材に，フィールドワークと社会活
動にもとづく経済学，社会学研究を続けた。彼女は，貧困や移民問題，労
働問題に取り組み，児童福祉にも寄与し，非行児，ネグレクトを受けた子
ども達への支援なども行っていたボストン市評議委員会でも働き，1903年
には，女性組合連盟（the Women’s Trade Union League）ボストン支部の設立
者の一人となり，労働問題に関する州の各種委員会やマサチューセッツ州
の最低賃金に関する法案の作成に寄与し，1908-1909年には産業教育につい
ての同州の委員会でも活躍するなど，幅広い活動を繰り広げた63）。さらに，
1905年からスラヴ文化やスラヴ諸国からの出移民について学ぶためにオー
ストリア＝ハンガリーで在外研究を行い，帰国後は米国のスラヴ系移民コ
ミュニティで現地調査や参与観察を続け，1910年にはスラヴ系移民につい
ての全米初の包括的な研究書である『我々のスラヴの仲間の市民たち』（Our 
Slavic Fellow Citizens）も出版した64）。その後，第一次世界大戦期から，ボル
チは，国際的な婦人平和運動に関わっていくことになる。
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₅ ．お わ り に
　本稿で検討したように，ボルチが参入し，構築したネットワークは，教
育歴，階級，エスニシティや人種などの枠組みが構築されていく中で，中
産階級の白人アメリカ人の女性達が参入していったネットワークであった
と言える。また，ボルチが学んだような多くの高等教育機関では，経済学，
社会学などの学問と社会改革運動が密接に結び付いた形で女性に開かれて
おり，そこで学び，また，仕事をしていく女性達の役割を規定していた。
女性達は，ソーシャルワーカー，教師，運動家として，労働者や移民コミ
ュニティと接触するが，米国の社会と道徳を守り維持するというジェンダ
ー役割を帯びた教化者，観察者，記述者の立場にあった。さらに，松本が
指摘したように白人中産階級のアメリカ人女性達，労働者の女性，移民女
性など人種やジェンダー，階級など様々な背景を持つ人々の間の「連帯」
というものは簡単には生じず，集団間でも集団内でも女性達は決して一枚
岩ではなかった65）。バルブートは，デニソンハウスのセツルメント設立に
関わり，ウェルズリー・カレッジの教員でもあったヴィダ・スカッダーに
ついて，次のように述べている。
スカッダーは，セツルメントが貧困を効果的に解決するなどとは，決
して完全には信じていなかった。むしろ，教育を受けた女性達に公共
奉仕事業の仕事の機会を与えることにおいて，セツルメントハウスが
果たし得る役割に集中することを選んだ66）。
　ボルチの教育歴や研究を見ても，移民や労働者に対して，アメリカ化や
あるべき市民像を広めるという役割を引き受けつつ，他方では，自己や教
育を受けた中産階級の女性達の経済的自立，職業機会，教育機会，そして，
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自己実現のために社会活動をしていたと言える。他方で，ボルチは，アメ
リカ化や同化という思想や運動と結び付いた活動や教育ではあったが，実
際に移民や労働者階級の女性達の中で活動し，また，欧州や米国で詳細な
フィールドワークをすることで，限られた形ではあれ，他の様々な背景の
女性達との関係，そして，「我々」と「他者」の境界認識を変容させていっ
たのではないだろうか。例えば，ボルチの1910年の著作で描かれたフィー
ルドワークにもとづくスラヴ系の人々の社会や文化の詳細な描写や多文化
的な態度，スラヴ系がアメリカの労働者として連帯できるというコスモポ
リタン的な思想67），また，デニソンハウスでは民族文化の維持や促進，エ
スニック・マイノリティの組織化なども試みられていたこと68）などを考え
ると，セツルメント運動は，アメリカ化のみが推し進められた場ではなく，
社会改革運動を担った中産階級の白人アメリカ人女性と移民や労働者達双
方の戦略と様々な関わり合いが生まれた複雑な場であったと言えよう。さ
らに，移民一世，二世の女性達の社会運動や高等教育への参入，そして，
婦人，労働，平和運動などでの各地の知識層となる女性達や組織との相互
関係の増大など，地域の社会活動からより広いネットワークへと広がって
いく時に，運動のありかたも変化したと思われる。ボルチを含め，セツル
メントなどの社会改革運動に関わっていた女性達が，越境的な組織でどの
ような経験をしていったのかは，様々な背景の女性達の関わり合いの分析
を含め，次の課題としたい。
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